
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合員トータルサポートセンターは、ＪＡのＴＡＣや担い手金融リーダーなど担い手農家へ出向く担当者を

対象に、農業会計や税務の知識をはじめ、担い手の経営改善に貢献できる分析能力や担い手との強い信頼関

係を築く対応能力の向上を主眼とした「担い手対応レベルアップ（3ＳＴＡＣ）講習会」（年間 8回）をスタ

ートさせました。第 1 回目は 5 月 23 日に農業会館に於いて開催され、8ＪＡ13 人が出席。開催にあたり開

講式が行われ、中央会の永井専務からは「この講習で十分にその知識や知恵を習得していただき、文字通り

スーパー（優れた）・スペシャル（特別な）・サバイヴ（生 

き残る）な専門家として、これから遺憾なくその力を発揮 

していただきたい」と挨拶。第 1回目は 3ＳＴＡＣとＴＡ 

Ｃ専任化、農業経営収入保険事業及び農業共済事業の見直 

し、ＪＡ自己改革の取り組み状況と今後の進め方などつい 

て講習が行われました。 
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組合員トータルサポートセンターは、4月 10 日に福井市 

内で開催された「ＪＡ福井市西部ブロック協議会定期総 

会」において、当センターにて推進に取り組んでいる圃 

場管理システム（Ｓ-ＧＩＳ）の概要などについて説明を 

行いました。Ｓ-ＧＩＳとは、圃場の情報（作付品種・面 

積等）など複数のデータを地図上で重ね合わせ、視覚的に 

判読しやすい状態で表示するシステムで、ウェブ上にて無 

料でダウンロードし、活用することができます。当日は生産者約 20人が参加し熱心に耳を傾けていました。

興味のある方は、組合員トータルサポートセンター農業支援課までお問い合わせください。 



県下一身の期待を背負った新ブランド米“いちほまれ”の田植式が 5月 15日にＪＡ 

永平寺の光明寺地区にて行われました。会場となった圃場は無農薬無化学肥料でれ 

んげ栽培を行っている（農）エコファーム光明寺。代表の加藤氏は田波会長から、 

“いちほまれ”の栽培圃場であることを 

示す看板を受け取り「このように“いち 

ほまれ”の田植式を行えることは喜ばしく 

責任重大。頑張って栽培していきたい」と 

挨拶。また、西川県知事から参加した関係者、 

大本山永平寺の監院、地元園児、また“いちほまれ”を連想させ

る名前を持つ方々ら約 20 人へ苗が手渡され、一斉に、“いちほま

れ”の田植作業を行いました。集まった報道機関らからは大々的

にＰＲが図られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     ＪＡはるえは 3月 24日、あわら市で管内の担い手農家を        

           対象に担い手農家（組織）研修会を開催しました。研修 

では経営所得安定対策や来年から加入申請が予定される 

収入保険制度など各種制度をはじめ、農業生産工程管理 

（ＧＡＰ）や水田園芸の取り組みなどにつ 

いて各担当者より説明を行いました。また 

当日は福祉事業団より健康に関する講演が 

行われ、健康維持に関する秘訣や身体を使った頭のトレーニングなどが行われ、参加者らか 

らは笑い声があがるなど親睦を深めました。 

             

                     

 



6 月 1日、坂井市春江町のゆりの里公園に農産物直売所｢ゆり 

いち｣がオープンしました。｢ゆりいち｣はＪＡ花咲ふくい、Ｊ 

Ａはるえ、三里浜特産農協でつくる株式会社で運営。オープ 

ンにあわせ記念式典が行われました。オープニングでは坂井 

市のテーマソング｢しあわせの花｣を大石小学校児童が合唱し 

花を添えました。 

有田代表取締役から 

は「春江町はもとも 

と米単作地帯であるが、今後はこの直売所をきっかけに、様々

な園芸作物が拡大してほしい」と挨拶し、テープカットが採り

行われました。入り口では先着 300 人に花の種が配布されまし

た。営業時間は午前 9 時から午後 5 時で毎週水曜日が定休。11

月にはレストランもオープンする予定です。 

6 月 1日から、福井県の特産｢福井梅｣の出荷がスタートしました。初出荷を祝うセ 

レモニーが若狭町の梅選果場にて行われ、式にあたりＪＡ敦賀美方の川崎専務から 

は｢大雪による雪害や開花時期の低温障害などを心配していたが、無事に出荷式が 

迎えられたこと、生産者の努力に感謝申し上げ、市場や消費者に支持される品質の 

確保を引き続きお願いしたい｣と挨拶。この日、出荷が始まったのは主に、梅酒やジ 

ュースなどに使われる｢剣先｣で、梅干用の｢紅映｣とあわせると 800 ㌧～1,000 ㌧の 

出荷を見込んでいます。また、ＪＡ敦賀美方は新たに開発した新商品「ひとくち完 

熟梅」「福井梅ピューレ」を発表しました。どちらも新福井梅ブランドである「福太 

                   夫」を使用し、8月末からの販売を予定し 

ています。「ひとくち完熟梅」は半生製法 

で作られたドライフルーツ。1月から道の 

駅や直売所にてプレ販売を行っており、 

女性から高い評価を得ています。一方、「福井梅ピューレ」は

パンや飲料、菓子、さらにはヨーグルトやプリンといった幅広

い分野で使えるよう提案された業務用ピューレ。酸味が少なく

砂糖を加えなくても程よい甘みが特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ花咲ふくいのＴＡＣと生産者が「事業承継～次世代へのバトンパス～」という見 

出しで 3月 23日に日本農業新聞に掲載されました。ご覧になられたでしょうか。とり 

あげられたのは、親子で農業法人を営み今年 4月に親から子へと代表が変わったあわ 

ら市管内の生産者です。今回は事業承継の話し合いのきっかけづくりのため、全農が 

発行した「事業承継ブック」を活用し、親子の仲介役となって相談にあたりました。 

農業における家族経営の事業承継は、単なる「技術の承継」や「土地や財産の相続」 

だけではありません。「人」「モノ」「お金」「情報」「顧客」といった様々なことも承継 

される必要があります。これら事業承継を円滑にすすめるためにも、つなぎ役ともいえ 

るＴＡＣの重要性は高まっており、人材育成を含めたＪＡの体制強化が求められています。 

組合員トータルサポートセンターでは、本年度より新たに

「担い手サポート通信」を発行することになりました。こ

の誌面では、農業所得増大に向けた誌面づくりを心掛けつ

つ、皆さんに楽しんでもらえるよう、様々な情報をお伝え

していきたいと考えておりますので 1年間、よろしくお願

いします。（ＨＫ、ＴＫ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


